
通信業におけるその他の環境等を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
11～

12

110ccの二輪車で配達先へ向かう途中で、圧雪の上に新雪が積もった状態の道路を

時速10～15kmで直進していた。 直進中に前輪がスリップしバランスを崩して右側

へ二輪車ごと転倒し、その際、元々痛めていた右足が地面と二輪車に挟まれ負傷し

た。

54

100

～

299

1
9～

10

配達を終え、配達先玄関から車両に戻ろうと配達先敷地内を歩行していたところ、

凍結した路面で足が滑り、転倒し負傷した。 通常はスニーカー等の運動靴着用し

ている。

41

500

～

999

2 14~15

社会福祉施設への配達を終えバイクで発進した直後、路面がアイスバーンになって

いることに気づかずスリップし、バイクごと転倒した。 その際、路面に右肩を強

打した。

53

10

～

29

2 14~15
被災者は、個人宅へ配達をしようと、道路にバイクを停車し、配達箇所へ歩いて向

かう途中、少し傾斜になっているところで足を滑らせ転倒した。
24

300

～

499

3 14~15

配達先で車を降りて配達先前の私道を歩いていたとき、民家奥の車庫の陰から鹿が

目の前に飛び出してきたため、咄嗟に逃げようとしたところ、湿った泥道で足が滑

り、右膝を地面に打ちつけ、右膝靭帯損傷を負った。

49

100

～

299

4
13～

14

配達の際、郵便受け場へ郵便物を入れようとしたところ、お客様宅の飼い犬が

チェーンがはずれた状態であり、突然右手小指にかみつかれた。
58

100

～

299

11～
被災者は配達先敷地内にバイクを停め、歩いて配達先に配達を終えた際、右手甲に 100



5
12

痛みを感じた。 虫等の姿は確認できなかったが、手袋を外してみると、痛みのあ

る箇所が赤くなっていた。 そのあと徐々に腫れがひどくなってきた。

42 ～

299

5
12～

13

お客様宅に配達をしようと徒歩で玄関へ向かっていたところ、近所の人からリード

を付けられようとしている最中の犬がいて、その犬がリードを付けられる前に被災

者に気付き、近所の人を振り払って被災者に対して回るように向かって行き、左足

首上部を?まれた。

50

300

～

499

11
17～

18

日中の気温上昇で積雪が溶けたザクザク状態の路面を二輪車で走行中、T字交差点

前で減速したところ雪にハンドルを取られ転倒した。 左足が二輪車の下敷きにな

り、左足の甲を負傷した。

36

300

～

499

11
13～

14

バイクで配達している途中、配達先前にバイクを停めて降りようとした際に、左足

が足元の氷で滑り左膝が内側へ入って左膝に痛みがはしった。 痛みはあったがそ

のままその日は配達を行い終了した。 翌日になっても痛みがあったため、職場へ

連絡をした上で病院で受診した。

50

100

～

299

11
11～

12

配達のため、徒歩でアパートに向かっていたところ、凍結路面で滑り、左足が取ら

れて転倒しそうになり踏ん張った。 転倒はしなかったものの、その際に左足首辺

りに痛みがあり病院を受診した。 左足アキレス腱断裂と診断された。

39

500

～

999

11
10～

11

軽四輪で配達途中、配達先玄関の石段が凍結していたため、左端の氷と雪がある部

分を上り玄関前に到着し配達を終え、乾いて安全に見えた左端から一段右足で下り

たところ、足が滑りその場に転倒してしまった。 転倒の際、右腕、肩、腰を強打

し、右手首を骨折してしまった。

63

500

～

999

11
15～

16

配達のため、自動二輪で走行中、道路端にいた小動物（イタチらしきもの）が突然

飛び出して横切ったため、避けようとして道路左側の溝に転落した。 左目の上及

び顎部を裂傷した。

44

100

～

299

12 9~10

渉外営業中、当方二輪車は時速30㎞で直線道路を走行していた。 緩やかなカーブ

に差し掛かったところで路面が凍結していたため、そのままアイスバーンへ進入し

両輪がスリップして左側へバイクと共に転倒し、左鎖骨および骨盤を骨折する負傷

をした。

53

100

～

299



12 8~9
勤務先近くの駐車場に自家用車を停め、徒歩で勤務先への出勤の途中、勤務先構内

に入ったところで凍結した路面により転倒し、右足関節を骨折した。
57

100

～

299

12 18~19
お客さま宅へ小包を配達するため、スロープを歩行していたとき、左へ曲がったと

ころが凍っていた。 足を滑らせ転倒し、左下腿骨を骨折した。
49

50

～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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